
石造五輪卒塔婆形板碑 
セキゾウゴリンソトバガタイタビ

指定日：昭和60年(1985)3月25日　種別：建造物 

観音寺の墓地北入口の前方西側の壇上に東面して建つ。花崗岩製で、
総高157㎝を測り、五輪卒塔婆形に形成した一種の板碑である。年紀
を欠くが、五輪の輪郭等から14世紀中葉の造立と考えられる。県内で
も類例が少ないこの種の遺例の一つとして貴重である。


